
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

熊谷市 下水道事業 熊谷市下水道事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者
制度

包括的
民間委託

検討の結果、事業認可を受けている区域の整備もまだ済んでおらず、当面は現状を維持すること
が望ましいため。

公営企業会計への移行に併せ、経営状況を把握・分析し、料金改定等の実
施を検討する予定。

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在） 

実施状況 

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性 
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